
令和８年９月９日 

 

 

令和８年度第１回秋田市社会福祉審議会児童専門分科会認可確認部会における 

特定教育・保育施設の利用定員の設定に関する意見について（報告） 

 

１ 開催日 

  令和８年７月２７日（月） 

 

２ 開催場所 

  秋田市役所６階 会議室６－Ａ 

 

３ 出席状況 

 (1) 委 員 出席６名 

 (2) 事務局 出席７名 

 

４ 案件 

  特定教育・保育施設の利用定員の設定について 

 (1) 認定こども園 ナーサリー小鳥の木 

（設置主体：社会福祉法人翼友会、利用定員：１０５人） 

 (2) 保育所型認定こども園 やまばとこども園 

（設置主体：社会福祉法人友睦会、利用定員：１００人） 

 

５ 委員からの意見 

 (1) 認定こども園 ナーサリー小鳥の木 

・子どもが自分から環境に働きかける遊びが具現化されるような配慮をしてほ

しい。特に１号認定の子どもにそうした遊びの体験が保障されるような配慮

をしてほしい。 

・保護者に対しては、習い事への理解の発信よりも、遊びの体験の大切さを積

極的に発信してほしい。 

・地域との関わりにおいては、地域の方も元気になるような、双方向の交流を

行ってもらいたい。 

・２階中央の階段付近で火災が発生したときの０歳児の避難方法・経路につい

て検討してもらいたい。 

 (2) 保育所型認定こども園 やまばとこども園 

・屋外遊戯場の代替地が近隣の運動場であっても、連続性のある遊びが展開で

きるよう工夫してほしい。 

・１号認定の子どもを受け入れることにより、生活時間の違いや長期休みによ

って友達関係が変わってきたり、反対に固定化したりすることもある。認定

こども園としての経験を積み重ねながら対応していってもらいたい。 

・保育については、保育所、認定こども園、幼稚園、全て基本理念は共通であ

ることを理解してもらいたい。 

 


